
当日

察
使
に
任
命
さ
れ
た
人
名
、
そ
の
解
、
そ
の
他
の
関

連
菓
項
が
と
り
ま
と
め
付
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
記
載

箇
所
も
示
さ
れ
て
お
り
、
叉
、
第
二
縮
の
　
「
帳
」

の
項
巨
に
は
、
漆
帳
・
会
赦
帳
を
は
じ
め
と
し
て
揺

帳
に
至
る
ま
で
の
計
六
十
三
種
の
帳
の
名
前
及
び
そ

れ
ら
の
記
載
箇
所
が
付
記
さ
れ
て
い
る
が
如
き
で
あ

る
。
尚
、
こ
れ
ら
関
連
項
昌
の
燭
々
の
項
自
は
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
項
国
と
し
て
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　
三
代
格
は
一
新
類
聚
さ
れ
て
い
て
使
用
に
便
で
は

あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
却
っ
て
他
の
類
聚
と
の
重
要

な
関
連
項
厨
を
見
落
し
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

関
連
項
爵
に
ま
で
留
意
し
た
、
三
代
格
全
巻
を
通
じ

た
索
引
が
完
成
し
た
こ
と
は
、
私
達
研
究
者
に
と
っ

て
御
益
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
犬
き
く
、
索
引
の
作
成

に
当
っ
た
方
達
と
共
に
そ
の
完
成
を
奮
び
え
い
。

　
最
後
に
、
種
々
の
眠
難
を
克
服
し
て
索
引
を
完
成

さ
れ
た
門
脇
氏
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
史
研
究
会
史

料
研
究
部
会
の
方
達
に
敬
意
を
表
し
て
、
蕪
雑
な
紹

介
の
筆
を
欄
き
た
い
。

（
A
5
二
三
ニ
八
頁
　
一
九
五
九
年
六
月
　
三
～

書
房
刊
　
定
価
八
○
○
円
）
　
　
　
　
（
泉
谷
康
夫
）

日
本
地
名
学
研
究
所
編

大
和
地
名
大
饗
典
　
続
篇

　
戦
後
の
農
地
改
革
、
漢
字
仮
名
奪
い
の
改
革
、
自

治
庁
の
方
針
に
基
く
強
制
的
な
町
村
合
併
な
ど
、
ま

さ
に
改
革
の
遵
続
で
あ
る
。
町
村
合
併
億
明
治
二
十

二
年
の
町
村
制
実
施
以
来
の
大
変
改
で
、
そ
の
行
政

上
の
適
否
に
就
い
て
は
種
々
論
嚢
を
み
た
処
で
あ
る

が
、
適
正
な
批
判
に
つ
い
て
は
今
後
に
残
さ
れ
た
問

題
で
あ
ろ
う
。
そ
の
現
象
の
一
つ
と
し
て
、
朝
に
消

え
、
夕
に
生
れ
る
町
村
名
の
如
何
に
多
い
事
で
あ
ろ

う
か
。
歴
史
的
古
典
的
な
地
名
が
抹
削
さ
れ
、
忽
然

と
し
て
想
像
も
絶
し
た
町
村
名
が
群
出
し
て
い
る
の

は
奈
良
押
下
の
み
の
現
象
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
今
度
星
縫
地
名
学
研
究
所
長
中
野
文
彦
氏
を
中
心

と
し
て
、
昭
和
十
七
年
春
よ
り
大
東
亜
戦
争
の
苦
難

を
超
剋
し
て
、
孜
々
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
奈
良

県
下
の
小
宰
名
の
蒐
集
は
、
市
町
村
の
台
帳
．
地
図

等
や
現
地
採
訪
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
十
七
年
に
至
り

十
五
万
．
に
超
え
る
正
編
を
刊
行
し
て
そ
の
成
果
を
学

界
に
公
表
さ
れ
た
。
正
編
は
奈
良
・
大
和
高
田
の
二

市
と
生
鉤
・
磯
城
・
高
市
・
北
葛
城
・
南
葛
城
・
宇

智
・
吉
野
・
宇
陀
∵
肉
辺
・
添
上
の
十
郡
に
分
ち
、

夫
々
町
村
別
に
小
字
名
を
仮
名
井
現
行
漢
字
に
て
表

記
し
、
地
域
別
の
地
隣
を
添
付
し
て
い
る
。
奈
良
漿

下
に
盛
行
を
み
て
い
る
町
村
史
研
究
に
は
盛
ん
に
利

用
せ
ら
れ
て
い
る
事
も
事
実
で
あ
り
、
そ
の
恩
恵
に

接
し
て
い
る
研
究
も
少
く
な
い
。

　
正
編
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
七
年
夏
の
昨
年
八
月
に

至
っ
て
続
、
編
の
刊
行
を
み
る
に
至
っ
た
。
正
編
と
同

形
の
B
五
三
・
七
五
四
頁
の
巨
冊
で
、
一
頁
四
段
組
、

正
編
が
県
下
の
公
称
地
名
を
市
郡
村
刷
に
分
類
し
た

の
に
対
し
て
、
続
篇
は
正
に
索
引
的
な
も
の
で
、
同

一
地
名
を
五
十
音
順
に
蒐
集
し
、
一
見
し
て
同
一
・

類
似
地
名
の
検
出
を
可
能
に
し
て
い
る
。
殊
に
か
か

る
も
の
に
あ
っ
て
必
要
な
事
は
、
地
名
の
存
在
を
示

す
要
を
得
た
表
記
法
に
あ
る
事
で
あ
り
、
そ
の
点
苦

心
の
編
輯
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
一
例
を
左
に
示

す
と
　
訟
シ
ガ
イ
ト
　
　
西
垣
内
　
奈
・
水
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
・
平
野
・
福
畑

　
と
い
っ
た
記
載
法
で
、
灘
垣
内
と
い
う
小
字
名
は

奈
良
市
水
門
町
に
、
又
生
駒
郡
平
群
二
二
畑
の
中
に

存
在
す
る
華
を
示
し
て
い
る
。
市
郡
の
区
別
は
二

市
・
十
郡
の
頭
文
牢
を
ゴ
字
で
、
町
村
・
大
字
名
は
二

字
で
九
ポ
活
字
で
示
さ
れ
、
一
見
し
て
そ
の
存
在
を
．
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検
幽
し
得
る
。
続
篇
の
み
に
よ
っ
て
も
充
分
に
活
用

し
得
る
事
は
こ
れ
に
よ
っ
て
も
充
分
に
認
め
ら
れ
よ

う
。
そ
の
成
果
は
何
と
い
っ
て
も
一
同
小
字
名
を
徹

底
的
に
抽
出
表
記
す
る
事
に
成
功
し
て
い
る
事
で
、

　
町
村
合
併
が
進
行
し
て
い
る
今
目
、
一
応
昭
和
三

十
四
年
一
月
現
在
迄
を
対
象
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い

る
が
、
カ
イ
ト
（
垣
）
の
如
き
小
字
名
は
実
に
千
に

及
ぶ
存
在
が
確
認
せ
ら
れ
、
　
「
○
○
カ
イ
ト
」
と
称

す
る
も
の
等
は
壌
内
の
項
と
五
十
音
順
に
配
列
さ
れ

た
項
の
中
に
も
抽
出
す
る
等
、
誠
に
良
心
的
な
編
輯

を
な
さ
れ
て
い
る
。

　
大
和
を
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
地
名
は
重
要

な
無
腰
を
占
め
る
場
合
が
甚
だ
多
い
。
昨
今
迄
は
地

名
の
毒
血
に
「
大
和
志
」
が
重
要
な
地
位
を
し
め
て

い
た
華
も
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
の
成
る
に
及
ん

で
、
そ
の
研
究
は
更
に
拡
大
進
捗
す
る
纂
も
充
分
に

察
さ
ら
れ
る
。
唯
望
蜀
の
雷
を
呈
す
る
な
ら
ば
三
字

以
上
の
町
村
大
字
名
が
二
字
に
省
略
表
記
さ
れ
て
い

る
点
で
、
巻
頭
に
つ
け
ら
れ
た
奈
良
県
市
町
村
大
字

（
丁
田
）
一
覧
表
に
一
応
繍
を
通
す
不
髄
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
勿
論
こ
の
様
な
不
便
は
中
野
氏
が
辛
苦
せ

ら
れ
に
努
力
に
比
す
れ
ば
、
そ
の
労
を
い
と
う
方
が

間
違
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
様
に
正
・
続
に
わ
た
る
奈
良
県
下
の
地
名

は
、
中
野
交
彦
氏
を
中
心
と
し
た
地
名
学
研
究
所
員

の
一
八
ケ
年
に
及
ぶ
努
力
に
よ
っ
て
集
大
成
を
み
、

全
国
に
例
を
み
な
い
地
名
大
辞
典
が
完
成
を
み
た
。

中
野
氏
の
燐
眠
は
よ
く
最
近
の
改
革
を
予
想
し
た
と

は
想
像
し
得
ぬ
が
、
近
来
の
擬
地
改
革
・
町
村
合
併

に
よ
る
地
名
の
改
廃
を
想
起
す
る
時
、
本
書
が
単
に

地
理
・
歴
史
・
国
語
・
民
俗
の
諸
学
徒
の
専
有
に
き

す
も
の
で
な
く
、
そ
の
利
用
活
用
の
域
を
更
に
拡
げ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
（
B
5
版
　
七
五
四
頁
　
地
図

付
　
溜
出
三
四
年
七
月
　
京
都
伏
見
桃
山
　
理
本
地

名
学
研
究
所
発
行
）
　
　
　
　
　
（
堀
濾
　
春
峰
）

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
大
会

　
恒
例
の
十
一
月
心
置
（
日
）
二
日
（
月
）
の
両
日

　
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
第
　
日
見
学
会
は
、
約

　
一
二
〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
パ
ス
輪
台
を
連
ね
て

　
予
定
の
通
り
　
休
専
酬
恩
庵
・
普
賢
寺
・
岩
船
寺
・

　
浄
瑠
璃
寺
の
コ
ー
ス
を
京
都
博
物
館
毛
利
久
氏
の

　
懇
切
な
解
説
の
も
と
に
巡
回
し
、
終
了
後
南
禅
寺

　
細
川
邸
で
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
第
二
日
総
会
及

　
び
大
会
は
、
楽
友
会
館
講
演
室
で
閤
催
。
総
会
は

　
宮
騎
理
寮
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
有
光
理
事
よ

　
り
会
務
・
会
計
の
報
告
が
あ
り
、
報
告
内
容
ほ
満

　
冬
至
致
で
承
認
さ
れ
た
。
次
に
講
演
会
は
早
額
田

　
大
学
教
授
鈴
木
藤
高
氏
、
京
都
大
学
教
授
藤
岡
謙

　
二
郎
氏
に
よ
り
、
次
の
テ
ー
マ
で
行
な
わ
れ
た
。

　
　
戦
後
史
学
と
歴
史
主
義
　
　
　
鈴
木
　
成
高
氏

　
　
地
籍
麟
に
み
る
歴
史
地
理
学
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎
氏

史
学
碍
究
会
十
二
月
例
会

　
十
二
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時
於
楽
友
会
館

　
論
深
大
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
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